
 

令和３年 12 月 17 日 

報道機関 各位 

 

株式会社 学研ホールディングス 

国立大学法人 電気通信大学 

 

 

学研×電気通信大学による産学連携プロジェクトが始動！ 

12 月 16 日、包括的連携協力に関する協定を締結 
 

 

株式会社 学研ホールディングス（東京・品川／代表取締役社長：宮原 博昭 以下「学研ホールディングス」）と、

国立大学法人 電気通信大学（東京・調布／学長：田野 俊一 以下「電気通信大学」）は、このたび産学連携に

係る包括協定を締結いたしました。イノベイティブな DX 人財育成をはじめとして緊密な協力関係を築き、相互の発展のた

め、持続可能な社会の実現に向けた共同研究によって、超高齢化に直面する社会の課題解決に向けた産学連携の取り

組みをスタートします。 

 

【包括協定の全体戦略】 

学研ホールディングスと電気通信大学は、産学連携による包括協定を結び、イノベイティブな DX 人財育成・人財交流

を端緒として、人生 100 年時代を迎えた超高齢社会の各種課題を解決すべく共同研究を行い、相互の持続的発展を

希求しながら、新たな価値創造＝活力ある持続可能な地域社会のシステム構築に貢献してまいります。将来的には、学

研ホールディングスが有する教育事業や医療福祉事業等の知見と、電気通信大学の先進的な研究知見・研究資産及

び施設などの利活用により「新たな多世代交流のカタチ」を目指し、人財育成および共同研究を主として、効果的な取り

組みを進めてまいります。 

 

【包括協定の意義】 

今般の協定は、戦後 70 年以上に渡り日本の教育をリードし、この 20 年来、喫緊に迫る超高齢化社会を見据え日

本の医療・福祉の充実に努めてきた学研ホールディングスと、「Society5.0」を「共創進化スマート社会」と考え、それを実

現するために必要とされる AI、ネットワーク、ロボット、光・量子技術を含む全ての技術分野をカバーし、自らも「共創進 

化スマート大学」として、未来を創造する教育研究の一大拠点として挑戦を続ける電気通信大学との、両者のニーズが合

致し、実現したものです。今後、両者が主体的に社会課題の解決方法を探り、活動・研究成果を社会に広く発信してま

いります。さらに実用化を模索しながら、活力ある持続可能な地域社会のシステム構築を目指してまいります。 

 

ニュースリリース 
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【包括協定のテーマ】 

①人財育成……進化し続ける未来社会をデザインし先導できる次世代のイノベイティブな DX 人財を育成 

●指定校採用の導入 

データサイエンス・ＤＸ人財の継続的な確保のため、電気通信大学から学研ホールディングスへの推薦枠（年２名程

度）を設け、新卒採用を実施します。EdTech（教育×テック）、CareTech（医療福祉×テック）、AI などの高度 IT

の利活用など、拡大・加速する学研グループの DX において、優秀な電気通信大学の学生が活躍できる場を提供します。 

●インターンシップの実施 

学研ホールディングスが実施しているインターンシップを電気通信大学生に展開します。学生が時期・頻度等を選択でき

るよう、夏季などの休業期間に集中的に実施する「単位認定型」及び通年で実施する「非単位認定型」の２種類のイン

ターンシップについて、2022 年夏からの開始を目指し検討を開始しました。インターンシップにおいて、学研ホールディングス

における企業現場のダイナミズムを体感することで、学生における学研ホールディングスが展開する事業への理解を深めると

ともに、イノベーション創出に向けた高い学習意欲とキャリア観を養成します。 

●寄附講義の開設 

進化し続ける未来社会をデザインし先導するイノベイティブなＤＸ人材に必要となるデザイン思考の涵養を目指し、電

気通信大学において、学研ホールディングスによる寄附講義を開講します。寄附講義では、学研グループの持つ教育コン

テンツの活用や、実際に展開する事業を題材として扱うケーススタディ等を通じ、情報理工系分野を専攻する電気通信大

学生に実感をもってマーケティングの理論及び実践を学修する機会を提供するとともに、電気通信大学内での学研グルー

プの知名度・理解度を高めます。 

 

【講義概要（予定）】 

・2022 年 4 月より情報理工学域（学部）にて開講 

・講義名は「学研の実例に学ぶビジネスマーケティング論」。マーケティング 4.0（※１）に至る最新のマーケティング論（概

論・実論）と学研における実践とを融合させた実践的なカリキュラムを設計 

・受講対象はマーケティングの初学者を想定し、学研ホールディングスで実際に展開する事業を実例として織り交ぜるなど、

マーケティングの学びを通じてビジネスへの興味・関心を喚起する内容とする。デザイン思考の考え方、プロセスを学ぶ 

・レポート課題を通して、文書作成力、調査力、仮説構築力を身につける 

 

②共同研究……人生 100 年時代を迎えた超高齢社会の各種課題を解決 

●教育・医療福祉分野等に係る共同研究の推進 

学研グループが有する教育事業や医療福祉事業等の知見と、電気通信大学の最先端の研究知見・研究資産により、

教育・医療福祉分野をはじめとする社会の課題解決に向けた共同研究を推進します。 

●共同研究第一弾のテーマは『「歩く」ことを検証し「転倒・骨折防止」策を構築』 

転倒・骨折した高齢者の半数近くが、その１年半後に死亡するというデータがあります。高齢者の転倒・骨折を防止す

ることは、本人や家族の負担を軽減することはもちろん、高齢者施設等における課題の解決にもつながります。そのため、

共同研究第一弾のテーマを『「歩く」ことを検証し「転倒・骨折防止」策を構築』に設定。学研グループの高齢者施設で蓄

積したビッグデータを、電気通信大学の歩行動作研究と AI 等の最新技術で解析し、最適化された「理想の歩き方」を導



き出すことで、転倒・骨折防止策を構築します。 

 

学研ホールディングスと電気通信大学は、誰もが豊かで安全に生きられる持続可能な未来社会を目指して、テクノ

ロジーやデータサイエンスの力を地球規模の視野で活用できる人財育成を軸に、新たな価値を創造。日本国内はもと

より国際社会への貢献を図ってまいります。 

 

（※１）マーケティング 4.0 とは、顧客の自己実現を支援したり促進したりするような商品やサービスを開発することを 

目指すマーケティング理論 

 

 

 

 

電気通信大学田野学長（左）と学研ホールディングス宮原代表取締役社長（右） 

 

 

 

＜本リリースに関するお問い合せ先＞ 

 

株式会社学研ホールディングス コーポレートコミュニケーション室 

Tel：03-6431-1059 

E-Mail：gpress9470@gakken.co.jp 

 

国立大学法人 電気通信大学 総務企画課広報・基金・卒業生室 

Tel：042-443-5019 

E-Mail：kouhou-k@office.uec.ac.jp 

 


